


















































った(表1).自信度の大項 目の平均 は,【安全管理の技術 】
94.5%,【環境調整技術 】93.1%,89.0,【感染予防の技術】
79.1%,【清潔 ・衣生活援助技術 】85.2%,【安楽確保 の技術】




5.経験率 と自信度:経験率が高い項 目36は,自信度 も高い項
目が34(84.4%)あった.「沐浴」,「循環機能の援助」は,自
信度が70%未満だった.24年調査 より経験率 ・自信度が高い
項 目数が増 えた(表1).
【考察】
本調査では,「見学」を含めた経験率が自信に繋がっている
項目がみられた.「見学」が自信に繋がるには,学生に知識や
学内演習などでの準備状態があること,事後学習が適切に行
われることが求められる.本調査の対象学生は,カリキュラム
改正により看護実践能力を高めること目的とした統合実習を
履修している.3年次の実習経験や学習の成果が,4年次の統
合実習で効果的に働き,自信になったのではないかとも考え
られる.今後は,本調査での「見学」が自信に繋がった項目の背
景を検証し,授業内容や演習を工夫し,卒業時の到達度1・II
についての 「自信がある」割合を高めることが課題である.
本調査は,24年調査 と同様に,診療の補助技術の自信度が
低かったが,高塚2)らの調査によると卒業時に習得しておき
たい看護技術には,点滴に関する技術が多かったとある.学生
が点滴薬剤の混注や点滴準備を実習するのは難 しいが,「見
学」は可能である.そのためには,臨地と連携し,学生の 「見
学」のチャンスを拓 くことが必要である.
【結論】
実習での実習経験が自信度に繋がっていたことから,「一人
で実施 ・指導者 と共に実施」に加え,「見学」も積極的促して
いく体制が必要である.
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